
　
日
本
顕
微
鏡
学
会
は
、
５
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
（
仙
台
市
）
で
第
82
回
学
術
講
演
会
を
開
催

す
る
。
講
演
会
の
テ
ー
マ
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
は
、「
マ
ル
チ
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
研
究
の
た
め
の
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
・
マ
ル
チ
モ
ー

ダ
ル
顕
微
鏡
学
」。
多
様
な
分
野
の
融
合
の
中
で
、
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
ま
で
を
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
顕
微
鏡
学
の
最
先
端
の
議
論
が
行
わ
れ
る
。
学
術
講
演
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
津
田
健
治
教
授
（
東
北
大

学
多
元
物
質
科
学
研
究
所
／
東
北
先
端
顕
微
鏡
セ
ン
タ
ー
長
）
と
、
副
実
行
委
員
長
で
顕
微
鏡
学
会
の
会
長
で
も
あ
る
陣
内
浩

司
教
授
（
東
北
大
学
多
元
物
質
科
学
研
究
所
）
に
、
今
回
の
狙
い
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　
―
―
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
津
田
　
今
回
の
テ
ー
マ
設
定
の
発
想
の

き
っ
か
け
に
は
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
運
用
開

始
が
あ
り
ま
す
。
顕
微
鏡
の
進
化
に
伴
っ

て
、
マ
ク
ロ
な
と
こ
ろ
か
ら
電
子
顕
微
鏡

の
ナ
ノ
レ
ベ
ル
ま
で
の
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル

で
の
観
察
・
解
析
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
観
る
た
め
の
目
も
マ
ル
チ
モ
ー
ダ

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
子
だ
け
で
は
な

く
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
放
射
光
、
通
常
の
光

学
顕
微
鏡
の
可
視
光
、
針
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら

に
今
年
は
田
中
耕
一
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
質
量
分
析
も
加
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
非
常
に
広
い
範
囲
の
プ

ロ
ー
ブ
（
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
）
が
あ
り
、

そ
れ
を
使
っ
て
、
幅
広
い
分
野
の
融
合
的

な
研
究
（
マ
ル
チ
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
）
が
生

ま
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、
実
行
委
員

会
で
考
え
ま
し
た
。

　
私
の
所
属
す
る
多
元
物
質
科
学
研

究
所
の
英
語
名
は
、Institute of 

M
ultidisciplinary Research for 

Advanced M
aterials

で
す
。
３
つ
の

研
究
所
が
統
合
し
て
、
ち
ょ
う
ど
25
周

年
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス

が
２
０
２
４
年
に
動
き
出
し
、
さ
ら
に

２
０
２
５
年
に
東
北
大
学
の
顕
微
鏡
と
連

携
す
る
仕
組
み
と
し
て
、「
東
北
先
端
顕

微
鏡
セ
ン
タ
ー
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
術
講
演
会
は
、
ち
ょ
う
ど
仙

台
で
の
開
催
で
も
あ
り
、
今
ま
で
の
材 

料
系
・
医
学
生
物
系
と
い
っ
た
分
野
分
け

と
は
少
し
違
い
、
分
野
を
な
る
べ
く
融
合

し
た
形
で
行
い
た
い
。
医
学
、
生
命
科 

学
と
物
理
、
無
機
化
学
や
有
機
化
学
な
ど

を
盛
り
込
み
、
そ
れ
ら
に
情
報
科
学
を
加

え
、
な
る
べ
く
広
い
範
囲
で
融
合
し
た

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
も
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
陣
内
　
20
年
ほ
ど
前
に
、
電
子
顕
微
鏡

以
外
の
顕
微
鏡
技
術
も
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と

い
う
言
葉
の
も
と
で
学
会
に
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
、
日
本
顕
微
鏡
学
会
と
学

会
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
私
は
高
分
子
物

理
が
専
門
な
の
で
、
電
子
顕
微
鏡
は
ツ
ー

ル
と
し
て
使
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
実

行
委
員
長
で
あ
る
津
田
先
生
と
お
話
し
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
入
れ
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス
は
放
射
光
で
す

が
、
放
射
光
学
会
の
中
で
は
回
折
・
散
乱

が
中
心
で
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
は
メ
ジ
ャ
ー
で

は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、

　
―
―
学
問
分
野
の
幅
を
広
げ
る
た
め

　
陣
内
　
例
え
ば
、
高
分
子
学
会
と
の
連

携
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
今
回
初
め
て
の
試
み

で
す
。
日
本
顕
微
鏡
学
会
の
参
加
者
は
、

医
学
、
生
物
、
物
理
の
方
が
主
流
だ
っ
た

の
で
す
が
、
化
学
の
研
究
者
は
あ
ま
り
顕

微
鏡
学
会
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り

材
料
と
い
う
と
、
原
子
を
一
個
一
個
観
る

と
か
、
そ
の
ぐ
ら
い
の
分
解
能
で
物
質
の

材
料
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
か
い
う

こ
と
が
主
体
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
ど

う
し
て
も
物
理
な
ん
で
す
。
片
や
医
学
生

物
系
に
な
る
と
全
く
毛
色
が
違
っ
て
、
細

胞
、
生
物
物
理
、
解
剖
学
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
見
て
い
る
ス
ケ
ー
ル
が
変

わ
っ
て
く
る
。
化
学
は
、
物
理
と
生
物
の

境
界
に
あ
る
と
も
言
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
顕
微
鏡
学
会
の
中
で
は
扱
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

　
例
え
ば
、
流
行
の
半
導
体
材
料
は
電
子

顕
微
鏡
で
見
ま
す
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

す
る
と
き
の
封
止
材
な
ど
は
高
分
子
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｐ
Ｕ
が
高
熱
を
発
す

る
と
き
に
は
、
絶
縁
体
と
し
て
入
っ
て
い

　
―
―
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
津
田
　
医
学
系
に
近
い
と
こ
ろ
で 

は
、
先
端
時
空
間
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
で
、
例

え
ば
、
神
経
系
の
情
報
伝
達
を
直
接
動
的

に
可
視
化
し
て
、
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
く

様
子
の
動
画
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
て 

い
ま
す
。
ク
ラ
イ
オ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
で
は
、
タ
ン

パ
ク
質
だ
け
で
な
く
、
高
分
子
の
よ
う

な
「
軟
ら
か
い
材
料
」（
ソ
フ
ト
マ
テ
リ

ア
ル
）
も
含
め
、
像
だ
け
で
な
く
解
析
に 

値
す
る
デ
ー
タ
や
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
も 

撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
一
般

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
「
ク
ラ
イ
オ
Ｅ
Ｍ
・
Ｅ 

Ｔ
・
３
Ｄ
　
Ｅ
Ｄ
」
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
多
次
元
相
関
顕
微
鏡
法
の
最
前

線
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
も
一
つ
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
で
す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
電
子
顕
微
鏡
法

や
光
電
子
相
関
顕
微
鏡
法
（
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
）

な
ど
で
は
、
同
じ
試
料
を
異
な
る
プ
ロ
ー

ブ
・
分
解
能
で
観
る
こ
と
で
、
様
々
な
現

象
を
包
括
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
材
料
系
、
生
物
系
も
含
め
、
ど
の
よ
う

に
試
料
を
作
製
す
る
の
か
が
非
常
に
重
要

で
す
。
最
近
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
収
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
（
Ｆ

Ｉ
Ｂ
）
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
話
を
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
試
料
作

製
の
実
際
と
最
前
線
」
も
設
定
し
て
い
ま

す
。

　
政
府
が
非
常
に
推
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
　
ｆ

ｏ
ｒ
　
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
に
関
し
て
、
顕

微
鏡
の
デ
ー
タ
は
非
常
に
大
き
く
て
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
し
づ
ら
い
の
で
す
が
、
そ
こ
に

Ａ
Ｉ
を
い
か
に
活
用
し
、
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
す
る
の
か
、
自
動
計
測
も
含

め
て
議
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ａ
Ｉ
／

る
封
止
材
も
高
温
に
な
り
ま
す
。
両
者
の

熱
膨
張
率
の
違
い
か
ら
、
半
導
体
と
封
止

材
の
界
面
で
剥
が
れ
た
り
割
れ
た
り
と
い

う
こ
と
も
起
こ
る
。
つ
ま
り
有
機
材
料
の

物
性
も
改
良
し
な
い
と
製
品
と
し
て
成
り

立
た
な
い
。
そ
こ
に
顕
微
鏡
を
ど
う
使
っ

て
い
く
の
か
。

　
ま
た
最
近
は
、
材
料
と
い
う
と
金
属
や

無
機
材
料
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
無
機

材
料
と
有
機
材
料
の
複
合
材
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
航
空
機
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
）
な
ど
は
軽
量
・
高
強
度
で
、
既
存

の
金
属
材
料
を
置
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
物
性
理
解
に
は

研
究
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
様
々
な
プ
ロ
ー
ブ
を
使
っ
た
マ
ル
チ

モ
ー
ダ
ル
の
手
法
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
津
田
　
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
や
ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け

て
い
ま
す
。
顕
微
鏡
学
会
の
人
た
ち
は
放

射
光
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
最

終
日
の
ナ
ノ
テ
ラ
ス
見
学
会
に
は
多
く
の

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
学
術
講
演
会
で
は
初
め
て
プ
レ

ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
ま
し
た
。

他
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
休
み
に
し

て
、
基
調
講
演
を
朝
イ
チ
で
や
る
と
い
う

も
の
で
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
島

津
製
作
所
の
田
中
耕
一
先
生
と
、
ブ
ル
ッ

カ
ー
の
オ
ン
ド
レ
イ
・
ク
リ
ヴ
ァ
ネ
ク
先

生
の
お
二
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
田

中
先
生
は
、
質
量
分
析
で
し
か
も
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
お
話
だ
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
ク
リ
ヴ
ァ
ネ
ク
先
生
は
、
走
査

透
過
電
子
顕
微
鏡
の
性
能
を
大
幅
に
上
げ

た
収
差
補
正
技
術
や
、
電
子
が
ど
れ
く
ら

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ
た
か
を
観
る
電
子

エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
分
光
法
（
Ｅ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）

を
開
発
し
た
方
で
、
最
近
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
小
さ
な
格
子
振
動
、
フ
ォ
ノ
ン
分

光
が
で
き
る
装
置
も
開
発
し
て
い
ま
す
。

カ
ブ
リ
賞
を
は
じ
め
多
数
の
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
回
は
融
合
と
か
連
携
を
生

む
よ
う
な
仕
掛
け
と
し
て
、
一
般
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
大
幅
に
見
直
し
て
、
生
物
系
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
２
つ
、
材
料
系
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
１
つ
だ
け
に
し
て
、
分
野
融
合

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
10
設
け
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
分
野
の
融
合
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
場
の
面
で
は
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

が
一
部
改
修
中
で
、
１
つ
の
建
物
の
中
で

開
催
す
る
た
め
、
少
し
狭
く
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
人
の
交
流
は
進

み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

日本顕微鏡学会
「
分
野
融
合
」

「
分
野
融
合
」
異
分
野
研
究
者
が
生
み
出
す
新
潮
流

機
械
学
習
と
融
合
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
顕
微
鏡
：
計
測
の
自
動
化
と
デ
ー
タ
駆

動
型
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
」
も
ト
ピ
ッ
ク
ス

の
一
つ
で
す
。

　
市
民
公
開
講
座
で
は
、
大
阪
大
学
の
難

波
啓
一
先
生
に
「
生
命
を
支
え
る
タ
ン
パ

ク
質
分
子
の
機
械
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
東
北
大
学
出
身

で
作
曲
家
・
鍵
盤
奏
者
の
秩
父
英
里
さ
ん

に
「
音
楽
創
作
あ
れ
こ
れ
～
マ
ク
ロ
と
ミ

ク
ロ
の
音
世
界
」
と
題
す
る
お
話
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
秩
父
さ
ん
が
、
作
曲
家

な
ら
で
は
の
「
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
」
の
視

点
で
芸
術
と
サ
イ
エ
ン
ス
を
結
び
付
け
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

東北先端顕微鏡センター組織図

テーマ「マルチディシプリナリー研究のためのマルチスケール・マルチモーダル顕微鏡学」

実
行
委
員
長
　

津
田
健
治
教
授
　
副
実
行
委
員
長
　

陣
内
浩
司
教
授

第
82
回
学
術
講
演
会

５
月
25
～
27
日
　

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催

そ
う
い
う
人
た
ち
に
も
顕
微
鏡
学
会
に
参

加
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
思
惑
が
あ
り
ま

す
。

２
氏
に
聞
く

学
術
講
演
会
実
行
委
員
長
の
津
田
健

治
教
授
（
左
）
と
副
実
行
委
員
長
の

陣
内
浩
司
教
授

ナ
ノ
テ
ラ
ス
運
用
が
転
機

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
の
手
法

試
料
作
製
の
方
法
が
重
要

２０２６年（令和８年）5月22日（金曜日）（週　刊） 第4068号 （4）第３種郵便物認可



　
日
本
電
子
（
昭
島
市
武
蔵
野
３
―
１
―
２
）
は
レ
ー

ザ
ー
加
工
装
置
を
搭
載
し
た
走
査
電
子
顕
微
鏡
「
Ｌ
ａ

ｚ
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」
＝
写
真
＝
を
開
発
し
、
今
年
５
月
か

ら
販
売
を
開
始
し
た
。

　
集
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
発
生
装
置
（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
）
を
中
心

と
し
た
断
面
加
工
装
置
は
、
研
究
機
関
、
大
学
、
産
業

界
な
ど
の
科
学
技
術
分
野
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
近
年
そ
の
加
工
面
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
に
加
え
、
大

　
日
立
ハ
イ
テ
ク
（
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
一
丁
目
17
番
１
号
）
は
、

透
過
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
そ
の
場

観
察
技
術
を
用
い
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

　
日
立
ハ
イ
テ
ク
は
、
２
０
２
５

年
10
月
に
超
高
分
解
能
電
界
放

出
形
走
査
電
子
顕
微
鏡
「
Ｓ
Ｕ

新型レーザー加工装置搭載　走査電顕「ＬａｚＥｄｇｅ」

収
差
補
正
Ｓ
Ｅ
Ｍ
／
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
像
の
同
時
観
察

９
６
０
０
」
＝
写
真

＝
の
販
売
を
開
始
し

た
。
同
装
置
は
、
同

社
独
自
の
イ
ン
レ
ン

ズ
型
対
物
レ
ン
ズ
構

造
と
電
界
放
出
型
エ

ミ
ッ
タ
ー（
Ｃ
Ｆ
Ｅ
）

を
組
み
合
わ
せ
、
短

焦
点
対
物
レ
ン
ズ
設

計
に
よ
っ
て
球
面
収

差
の
影
響
を
低
減
す

る
と
と
も
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
幅
の
小
さ
い

特
集　
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学
会

日
本
顕
微
鏡
学
会　　
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回
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術
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演
会

　
津
田
実
行
委
員
長
は
、
収
束

電
子
回
折
（
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｄ
）
法
を

用
い
て
、
動
力
学
回
折
（
多
重

散
乱
）
理
論
計
算
に
基
づ
く
定

量
的
な
局
所
結
晶
構
造
解
析
を

世
界
に
先
駆
け
て
実
現
し
、
強

誘
電
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
材
料
、
固

体
燃
料
電
池
関
連
材
料
、
強
相

関
電
子
系
材
料
等
に
適
用
し
て

い
る
。

　「
一
言
で
言
う
と
、
収
束
電

子
回
折
ビ
ー
ム
を
ナ
ノ
サ
イ

ズ
に
絞
っ
て
、
試
料
に
当
て

て
、
そ
れ
で
干
渉
パ
タ
ー
ン
を

と
る
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
の
手
法
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
も
の
す
ご
く
精
密

な
理
論
と
比
較
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
定
量
的
に
多
重
散
乱
を

含
め
た
理
論
の
結
果
と
比
較
で

き
る
と
、
結
晶
の
原
子
の
並
び

方
だ
け
で
な
く
、
電
子
雲
の
様

子
を
捉
え
ら
れ
る
。
半
導
体
や

誘
電
体
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど

の
電
子
デ
バ
イ
ス
の
材
料
で
使

え
ま
す
が
、
半
導
体
で
あ
れ
ば

界
面
の
よ
う
な
結
晶
の
周
期
性

が
破
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
重
要

に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
ナ
ノ

サ
イ
ズ
の
電
子
ビ
ー
ム
を
当
て

て
、
結
晶
構
造
に
加
え
て
、
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
や
電
子
密
度
分
布

の
変
化
を
観
る
手
法
を
開
発
し

面
積
か
つ
高
速
加
工
が
で
き

る
装
置
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
。「
Ｌ
ａ
ｚ
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」

は
日
本
電
子
が
販
売
す
る
走

査
電
子
顕
微
鏡
（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）

に
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
社
製
の

独
自
の
レ
ー
ザ
ー
技
術
を
融

合
し
、
電
子
顕
微
鏡
試
料
室

内
で
レ
ー
ザ
ー
加
工
を
可
能

と
し
た
装
置
で
あ
る
。
高
速

か
つ
大
面
積
加
工
に
よ
り
得

ら
れ
た
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
断
面
試
料
を
試
料
室
外

に
開
放
す
る
こ
と
な
く
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
観
察
や
元
素

分
析
、
結
晶
方
位
解
析
な
ど
の
各
種
解
析
に
シ
ー
ム
レ

ス
に
移
行
で
き
る
た
め
、
金
属
試
料
解
析
を
は
じ
め
、

大
気
非
暴
露
を
必
要
と
す
る
電
池
解
析
、
高
速
断
面
加

工
を
必
要
と
す
る
半
導
体
の
故
障
解
析
な
ど
、
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
貢
献
す
る
。

　【
主
な
特
長
】

　
∧
①
高
品
質
な
断
面
加
工
を
試
料
室
内
で
実
現
∨ 

Ｓ
Ｅ
Ｍ
に
レ
ー
ザ
ー
加
工
装
置
を
搭
載
し
た
「
Ｌ
ａ
ｚ

Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」
は
、
空
間
的
に
レ
ー
ザ
ー
光
の
位
相
変
調

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
独
自
の
光
学
系
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
試
料
室
内
で
高
速
・
広
領
域
に
対
し
て
リ
ッ
プ

ス
構
造
が
少
な
い
高
品
質
な
断
面
加
工
を
実
現
す
る
。

　
∧
②
「
Ｌ
ａ
ｚ
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
」
に

よ
り
ク
リ
ー
ン
な
状
態
で
安
定
し
た
加
工
を
実
現
∨
独

自
の
シ
ー
ル
ド
技
術
「
Ｌ
ａ
ｚ
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｉ

ｅ
ｌ
ｄ
」
に
よ
り
、
加
工
時
に
発
生
す
る
デ
ブ
リ
の
飛

散
を
最
小
限
に
抑
え
、検
出
器
、鏡
筒
、試
料
室
内
壁
を

汚
す
こ
と
な
く
ク
リ
ー
ン
な
加
工
を
実
現
す
る
。ま
た
、

本
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
試
料
加
工
位
置
と
シ
ー
ル

ド
上
で
の
レ
ー
ザ
ー
照
射
位

置
に
対
し
て
同
時
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
こ
の
技
術
に
よ
り
加
工

と
同
時
に
シ
ー
ル
ド
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ（
コ
ン
タ
ミ
防
止
）

も
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

技
術
に
よ
り
、
常
に
安
定
し

た
パ
ワ
ー
で
高
品
質
な
断
面

加
工
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
∧
③
加
工
と
観
察
を
ス
ル

ー
プ
ッ
ト
よ
く
シ
ー
ム
レ
ス
に
実
現
∨
Ｓ
Ｅ
Ｍ
試
料
室

内
に
シ
ー
ル
ド
を
設
置
し
加
工
を
行
う
こ
と
で
、
加
工

と
観
察
を
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
よ
く
、
か
つ
シ
ー
ム
レ
ス
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
測
定

に
お
い
て
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
の
み
で
Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
測
定
に

必
要
な
品
質
の
断
面
が
得
ら
れ
る
た
め
、
加
工
・
測
定

を
自
動
的
に
繰
り
返
す
こ
と
で
３
Ｄ
　
Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
の
取

得
も
可
能
と
な
る
。

　【
本
体
標
準
価
格
】
１
億
７
０
０
０
万
円
か
ら
【
販

売
予
定
台
数
】
年
間
10
台

日
本
電
子

世
界
最
高

０.４
ｎ
ｍ
の
分
解
能

次
世
代
先
端
材
料
研
究
を
支
援

ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た

水
素
・
Ｃ
Ｏ
２

関

連
材
料
や
触
媒
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ガ
ス

導
入
・
加
熱
環
境

下
で
の
そ
の
場
観

察
は
、
近
年
、
水

素
社
会
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
と
い
っ
た
社
会

課
題
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
る
中

で
そ
の
応
用
範
囲
を
拡
大
し
て
お

り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
関

連
の
基
礎
研
究
を
行
う
ユ
ー
ザ
ー

を
中
心
に
、
装
置
へ
の
評
価
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
ｋ
Ⅴ
収
差
補
正
透
過
電

子
顕
微
鏡
「
Ｈ
Ｆ
５
０
０
０
」
＝

写
真
＝
は
、
自
社
開
発
の
隔
膜
セ

ル
ホ
ル
ダ
に
お
い
て
、
上
側
隔
膜

を
廃
し
た
セ
ミ
・
オ
ー
プ
ン
セ
ル

構
造
を
採
用
可
能
と
し
た
。
ホ
ル

ダ
内
部
を
差
動
排
気
と
す
る
こ
と

で
、
数
千
Ｐ
ａ
の
高
い
気
圧
下
で

も
、
収
差
補
正
Ｓ
Ｅ
Ｍ
／
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
像
の
同
時
観
察
を
実
現
。

　
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｅ
Ｍ
本
体

か
ら
の
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
熱
ホ

ル
ダ
制
御
や
、
電
子
顕
微

鏡
レ
シ
ピ
作
成
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
「
Ｅ
Ｍ
　
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
　

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
」
に
よ

り
、
操
作
性
の
向
上
に
加

え
、
将
来
的
な
自
動
化
に

向
け
た
可
能
性
を
示
し
て

い
る
。

　
同
社
の
コ
メ
ン
ト
「
今
回
の
日

本
顕
微
鏡
学
会
の
商
業
展
示
で

は
、
Ｈ
Ｆ
５
０
０
０
を
用
い
た
ガ

ス
導
入
試
料
加
熱
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ー
タ
や
、
新
機
能
を
含

む
展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
日
立

ハ
イ
テ
ク
ブ
ー
ス
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
展
示
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
日

立
ハ
イ
テ
ク
は
、
今
後
も
そ
の
場

観
察
技
術
を
活
用
し
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
お
よ
び
水
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
水
素
・
Ｃ

Ｏ
２
関
連
材
料
・
触
媒
に
必
要
な

解
析
技
術
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
」

日立ハイテク

研究者を強力サポート　学会関連製品紹介

数
千
Ｐ
ａ
の
高
気
圧
下
で
も
実
現

Ｃ
Ｆ
Ｅ
電
子
源
に
よ
り
色
収
差
を

抑
制
。
そ
の
結
果
、
高
分
解
能
か

つ
高
輝
度
な
観
察
性
能
を
実
現

し
、
二
次
電
子
像
で
世
界
最
高
レ

ベ
ル
と
な
る
０
・
４
ｎ
ｍ
の
分
解

能
を
有
し
て
い
る
。

　
優
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｍ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

性
能
に
加
え
、
低
加
速
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

観
察
や
Ｅ
Ｄ
Ｘ
、
多
角
的
解
析
に

も
対
応
し
た
点
が
特
長
で
あ
る
。

特
に
、
加
速
電
圧
30
ｋ
Ｖ
以
下
で

行
う
低
加
速
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
観
察
で

は
、
軽
元
素
材
料
に
お
い
て
も
高

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
像
取
得
を
可
能

と
し
た
。
ま
た
、
電
子
線
に
よ
る

損
傷
を
抑
制
し
つ
つ
原
子
レ
ベ
ル

の
高
分
解
能
観
察
を
実
現
し
、
損

傷
に
弱
い
材
料
や
薄
膜
試
料
の
解

析
に
も
有
効
性
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
電
子
線
走
査
性
能
を

強
化
し
、
関
心
領
域
の
み
を
選
択

し
て
撮
像
で
き
る
「
カ
ス
タ
ム
レ

デ
ュ
ー
ス
ス
キ
ャ
ン
機
能
」
に
よ

り
、
不
要
な
照
射
を
抑
え
た
効
率

的
な
観
察
が
可
能
。
加
え
て
、
最

大
40
ｋ
ピ
ク
セ
ル

で
の
高
解
像
度
撮
像
に

対
応
し
た
高
精
細
キ
ャ
プ
チ
ャ
機

能
を
搭
載
し
、
大
容
量
か
つ
高
精

度
な
画
像
デ
ー
タ
取
得
を
実
現
し

た
。

　
Ｓ
Ｕ
９
６
０
０
は
、
先
端
半
導

体
デ
バ
イ
ス
や
先
端
材
料
の
研
究

開
発
か
ら
量
産
プ
ロ
セ
ス
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
次
世
代
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
し
て
貢
献
す
る
。

て
い
ま
す
。

　
ナ
ノ
テ
ラ
ス
で
は
、
ま
だ
そ

こ
ま
で
ビ
ー
ム
を
絞
れ
な
い
の

で
、
よ
り
高
い
空
間
分
解
能
で

電
子
雲
の
分
布
が
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
さ
ら

に
ナ
ノ
テ
ラ
ス
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
半
導
体
全
体
の
物
質
の

デ
ー
タ
も
含
め
解
析
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
単
結
晶
で
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
材
料
が
混
ざ
っ
て
い
て

電
子
雲
の
様
子
も
変
わ
っ
て
く

る
の
で
、
機
械
学
習
の
手
法
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
セ
ン
サ

ー
な
ど
の
電
子
機
器
に
は
、
リ

ラ
ク
サ
ー
強
誘
電
体
と
呼
ば
れ

る
極
め
て
高
性
能
な
材
料
が
使

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ

　
陣
内
副
実
行
委
員
長
は
、
最

新
の
透
過
型
電
子
顕
微
鏡
技
術

を
開
発
し
、駆
使
す
る
こ
と
で
、

単
一
高
分
子
鎖
の
原
子
分
解
能

観
察
、
高
分
子
が
自
己
組
織
的

に
形
成
す
る
高
次
構
造
の
３
次

元
構
造
観
察
、
ナ
ノ
粒
子
複
合

材
料
の
変
形
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
観

察
な
ど
に
取
り
組
み
、
高
分
子

　今回の取材では、津田教授と陣内
教授に同時にお話を伺ったが、その
中で、シリコンと高分子の界面につ
いて、陣内教授は高分子側から見て
いたが、津田教授の手法でシリコン
側から電子雲の様子を捉えたら、新
しいものが見えるかもしれないとい
う共同研究のアイデアが生まれた。
まさにマルチディシプリンが交流の
中から生じる事例であり、今回の学
会でも多くの出会いとアイデアが生
まれることが期待できる。

　顕微鏡は、ナノスケールの観
察・測定に不可欠な技術であり、
その進歩は広範な科学分野で画期
的な成果をもたらすことが期待さ
れる。異なる分野の新しい顕微鏡
技術について情報を共有し、議論
を深めることは科学技術の進歩に
とって非常に重要だ。顕微鏡技術
は、画像の高分解能化や撮影の高
速化が進むだけでなく、情報処理
技術などを取り入れた新しい技術
の発展も目覚ましい。
　国際若手シンポジウムでは、最
先端の顕微鏡技術を駆使する世界
的な若手研究者による講演、また

若手研究者に向けた教育講演を行
う。このシンポジウムは、大学院
生や学部学生など次世代の研究者
の育成も推進しており、世界的に
進められている最新の顕微鏡技術
を学ぶ機会を提供するため、毎年
開催される顕微鏡学会の期間にお
いて、無料かつハイブリッド形式
で開催している。
　多様な顕微鏡技術についてそ 
の原理と発展の経緯を学び、 材料
系と生物系の双方で活用される 
顕微鏡技術について学際的な交流
を促進する場となることを目指
す。

　【オーガナイザー】
市 橋 史 朗（ 日 立 製 作
所）、鳥澤嵩征（国立
遺伝学研究所）、麻生
亮 太 郎（ 九 州 大 学 ）、
柏 木 有 太 郎（ 東 京 大
学）、石川亮（東京大
学）、横山武司（東京
大学）、大出真央（大
阪大学）

　【講演者】
Nikolaus Grigoriefe 
( U n i v e r s i t y  o f 
Massachusetts, USA, 
Keynote speaker) 
O n d r e j  K r i v a n e k 
(Bruker Corp., USA, 
Keynote speaker) 
A t s u k i  N a k a n o 
(University of Tokyo, 
JAPAN) 
H y o b i n  Y o ( S e o u l 

National University, 
Korea) 
Albert H.K.Fok (McGill 
University, Canada) 
Xiaoxu Zhao (Peking 
University, China) 
Yasuhiro Arimura (Fred 
Hutch inson  Cancer 
Center, USA) 
H i r o m a s a  N i i n o m i 
(Tohoku University, 
Japan) 

　【開催日】5 月 24 日（日）13:00
～ 17:55
　【開催地】仙台国際センター展示
棟、現地参加およびオンライン参加

　【参加費】無料（会員・非会員）
　【申し込み】学術講演会ＨＰ（http 
s://conference.wdc-jp.com/micr 
oscopy/conf2026/index.html）から。

2026年度 最先端顕微鏡法に関する国際若手シンポジウム

材
料
内
部
の
微
細
構
造
や
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
と
巨
視
的
な
物
性
・

機
能
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ

と
で
、
高
機
能
ソ
フ
ト
マ
テ
リ

ア
ル
の
開
発
の
た
め
の
基
礎
学

理
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
。

　
例
え
ば
、
最
近
は
、
工
業
的

に
重
要
な
「
無
機
材
料
と
有
機

材
料
の
接
着
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
接
着
面
で
の
『
引
っ
か

か
り
』
に
よ
る
接
着
（
ア
ン

カ
ー
効
果
：
皆
さ
ん
、
接
着
前

に
も
の
の
表
面
を
サ
ン
ド
ペ
ー

パ
ー
で
こ
す
っ
て
傷
を
付
け
る

で
し
ょ
う
？
　
あ
れ
で
す
）
の

影
響
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
純

粋
に
無
機
材
料
と
有
機
材
料
の

間
の
相
互
作
用
に
よ
る
「
化
学

的
接
着
」
を
電
子
顕
微
鏡
に
よ

り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
接
着
面
の

わ
ず
か
10
ナノ
㍍
の
有
機
材
料
の

構
造
が
接
着
力
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
顕
微
鏡
に
よ
る
微
細
構
造

解
析
に
よ
る
接
着
現
象
の
分
子

論
的
解
明
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

顕微鏡で微細構造解析

接着現象を分子論的に解明

異なる視点から新しいアイデア

㊨
室
温
と
低
温
に
お
け
る
「
分
極
ナ
ノ
領
域
（
Ｐ
Ｎ
Ｒ
）」
の
分

布
マ
ッ
プ
。
温
度
が
下
が
る
と
Ｐ
Ｎ
Ｒ
が
成
長
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
状
に
つ
な
が
り
合
う
様
子

㊧
材
料
内
部
の
ナ
ノ
領
域
の
構
造
を
示
す
概
念
図
と
、
用
い
た
最

先
端
の
電
子
顕
微
鏡
の
手
法
（
４
Ｄ
―
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
の
イ
メ
ー
ジ

こ
れ
ほ
ど
高
い
性
能
を
発
揮
す

る
の
か
、
そ
の
根
本
的
な
理
由

は
数
十
年
も
の
間
、
物
理
学
の

大
き
な
謎
だ
っ
た
。
津
田
教
授

ら
は
、
最
先
端
の
４
次
元
走
査

透
過
電
子
顕
微
鏡
（
４
Ｄ
―
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
法
を
適
用
し
て
、
リ

ラ
ク
サ
ー
強
誘
電
体
Ｐ
Ｍ
Ｎ

（
鉛
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ニ
オ
ブ
酸
）

を
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
で
観
察
。
そ

の
結
果
、
温
度
が
下
が
る
に
つ

れ
て
「
電
気
偏
り
を
持
つ
ナ
ノ

領
域
（
分
極
ナ
ノ
領
域
）」
が

成
長
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
に

つ
な
が
る
様
子
を
世
界
で
初
め

て
可
視
化
し
た
（
図
）。
こ
の

結
果
は
、
分
極
の
発
展
が
ラ
ン

ダ
ム
電
場
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ

る
と
す
る
「
ラ
ン
ダ
ム
電
場
モ

デ
ル
」
を
直
接
裏
付
け
る
も
の

で
、
リ
ラ
ク
サ
ー
強
誘
電
材
料

の
高
い
誘
電
性
能
の
起
源
を
解

明
す
る
決
定
的
な
知
見
と
な

る
。

津田委員長と電子顕微鏡

進
む
最
先
端
顕
微
鏡
学
の
実
例

進
む
最
先
端
顕
微
鏡
学
の
実
例

分
極
ナ
ノ
領
域
の
つ
な
が
り
可
視
化

リラクサー強誘電材料

高性能の起源解明へ前進
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